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　来年３月、ＪＲ大分駅ビル、県立美術館、大分駅前北口広場が完成し、大分市中心部が大

きく変貌しようとしている。

　当組合は、年間1,000万人と言われるＪＲ大分駅ビルの来店者が駅前商店街、中央町商店

街、竹町商店街、オアシスひろば21、県立美術館と、屋根の下を雨にぬれず安全・安心に回

遊できるように、国道10号を越えるアーケードの建設を計画してきた。

　この計画は、大分商工会議所、大分市商店街連合会の同意のもとに進めてきた。

　他都市の鹿児島、小倉、姫路等の類似の前例により、大分市と国土交通省大分河川国道事

務所と事前協議を進めている。

　その後、大分中央警察署、九州経済産業局と協議を重ね、建設への一定の目途もついた。

　８月12日、大分市都市計画部開発建築指導課に正式に基本設計図面を提出し、事前相談を

行い、手続き手順書を受け取った。

　このアーケードの公共性、市民の利便性を考慮の上、大分市も参加している国土交通省等、

４者協議を早急に開催されるよう陳情する。

　

　

　

　


